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年始は１／４木～営業となります
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発
売
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
写
真
集
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
昭

和
二
十
年
ま
で
の
も
の
で
し
た
。

今
回
の
企
画
は
地
域
の
歩
み
を

「
昭
和
」
と
い
う
時
代
で
切
り

取
り
、
写
真
集
に
ま
と
め
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
こ
の
掲
載
さ
れ
て
い
る

六
百
枚
の
写
真
か
ら
昭
和
と
い

う
時
代
を
生
き
た
人
々
の
息
遣

い
と
、
高
度
成
長
期
の
街
の
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
く
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
写
真
集
で
す
。

村
人
が
先
祖
供
養
の
た
め
創
建

　

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
内う

つ

谷た
に

村
よ
り
分
れ
て
横
内
村
が
誕

生
す
る
と
村
人
た
ち
は
先
祖
菩

提
供
養
の
た
め
に
新
寺
の
建
立

を
祈
願
。
常
楽
院
六
世
学が

く
お
う
そ
う

翁
宗

参さ
ん

の
弟
子
で
あ
っ
た
龍

り
ゅ
う
こ
く
し
ゅ
う
せ
ん

谷
秀
泉
は
、

そ
こ
知
り

志
太物

語
開
村
功
労
者
や
旧
家
の
協
力
を

得
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、 

慈
眼
寺
が
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
寺
は
横
内
村
の
精
神
的
な

拠
り
所
と
な
り
ま
し
た
。

本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
立
像

　

現
在
の
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来

坐
像
は
八
幡
・
青
山
八
幡
宮
境

内
に
あ
っ
た
青
山
寺
の
阿
弥
陀
如

来
で
は
と
い
わ
れ
ま
す
。
坐
像
は
、

平
安
後
期
の
作
で
当
時
流
行
し

「
仏
の
本ほ

ん
よ
う様
」
と
呼
ば
れ
た
仏

師
定じ

ょ
う
ち
ょ
う

朝
の
様
式
を
踏
襲
し
た
も

の
で
す
。
旧
本
尊
は
そ
の
隣
に
祀

横
内
村
の
精
神
的
な
拠
り
所

岩
村
藩
士
の
代
官
地
蔵
や
墓

石
十
五
ヶ
村
の
村
々
を
支
配
。

武
士
達
は
任
期
が
終
わ
る
ま
で

陣
屋
で
生
活
し
、
こ
の
地
で
亡
く

な
る
と
慈
眼
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し

た
。
境
内
に
は
代
官
や
藩
士
達

の
墓
が
七
基
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
代
目
代
官
・
田
中
清
太
夫
首

上
は
「
お
代
官
さ
ん
」
と
親
し

ま
れ
た
名
代
官
で
七
十
八
歳
で

没
す
る
と
「
代
官
地
蔵
」
が
造

ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
八
月
二
三

日
地
蔵
盆
に
は
盆
踊
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

宗そ
う

吾ご

大
明
神
と
抱だ

き
じ
ぞ
う
そ
ん

地
蔵
尊

　

宗
吾
大
明
神
は
、
佐
倉
藩
の

領
民
を
救
う
た
め
に
身
を
捨
て
た

義
民
・
佐
倉
宗
吾
の
霊
を
祀
っ
た

も
の
で
、
農
業
の
神
と
し
て
尊
崇

さ
れ
、
そ
の
昔
こ
の
地
域
の
養
蚕

事
業
振
興
の
た
め
に
祀
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
抱
地
蔵
尊
は
大
正

九
年
に
慈
眼
寺
九
世
哲て

つ
え
い
ゆ
う
で
ん

英
雄
伝

が
愛
知
県
半
田
市
の
東
光
寺
に

あ
る
「
重お

も
か
る軽

地
蔵
尊
」
を
分
霊
し

「
抱
地
蔵
」
と
名
づ
け
て
本
堂

に
祀
り
ま
し
た
。
人
生
の
吉
凶

や
判
断
に
迷
っ
た
時
、
石
の
地
蔵

様
を
抱
き
、
そ
の
軽
重
に
よ
っ
て

是
非
を
伺
う
も
の
で
、
今
で
も

遠
方
か
ら
参
詣
者
が
訪
れ
ま
す
。

本
堂
横
に
は
、
達
人
と
称
え
ら

れ
た
道
具
師
・
大
須
賀
芳
蔵
の

弟
子
た
ち
が
建
立
し
た
碑
が
あ

り
ま
す
。
横
内
一
七
九

（
小
嶋
良
之
）

な
り
、
藤
枝
に
初
進
出
の
五
店
舗

が
出
店
し
て
い
ま
す
。
一
階
に
は
、

ラ
ー
メ
ン
の
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
軒
・

零グ
ー、

う
ど
ん
・
そ
ば
の
㐂き

膳ぜ
ん、

串

揚
げ
・
煮
込
み
の
㊈わ
く
、
の
三
店
舗
、

二
階
に
は
、
焼
肉
の
京
昌
園
と
北

海
道
チ
ー
ズ
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ピ
ア

チ
ェ
ー
レ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
島
田
信
用
金
庫
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
と
宅
配
専
用
の
無
人
ロ
ッ

カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
賑
わ
い
が
増
す
、
藤

枝
駅
南
口
で
す
。

　

今
年
三
月
に
閉
店
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
し
て

い
た
藤
枝
駅
南
口
の
ア
ス
テ

ィ
藤
枝
が
十
二
月
一
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
ア
ス
テ
ィ
藤
枝
は
、

一
階
建
て
か
ら
二
階
建
て
に

焼
津
と
藤
枝
と
し
た
意
味
は

　

こ
の
地
域
は
、
室
町
時
代
に

今
川
氏
か
ら
「
山や
ま
に
し西

」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
高
草
山
を
は

じ
め
と
す
る
山
々
が
駿
府
と
志

太
平
野
を
隔
て
て
い
る
か
ら
で

す
。
わ
ず
か
標
高
五
百
メ
ー
ト

ル
の
高
草
山
で
す
が
、
東
西
の

遮
断
力
は
大
き
く
、
こ
の
志
太

平
野
は
、
ひ
と
つ
の
地
域
と
し

て
歩
ん
で
き
た
の
で
す
。
現
在

は
、
焼
津
市
と
藤
枝
市
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、
山
西

と
い
う
地
縁
に
結
ば
れ
た
ひ
と

つ
の
共
同
体
で
あ
り
、
そ
の
意

味
か
ら
も
一
冊
に
し
て
編
ま
れ

る
意
義
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

そ
の
魅
力
と
課
題

　

ま
と
め
る
時
間
も
短
期
間
で

あ
り
、
も
う
少
し
地
域
の
歴
史

的
な
写
真
を
集
め
た
い
所
も

あ
り
ま
し
た
。
写
真
の
収
集
も

年
々
大
変
に
な
り
、
こ
う
し
た

歴
史
的
な
写
真
が
地
域
か
ら
失

わ
れ
て
い
く
の
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
編
集
委
員
と
執
筆
者
の
皆
様

の
ご
努
力
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
写
真
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
名
カ
メ
ラ
マ
ン
が
数
多

く
存
在
し
た
こ
と
に
感
銘
し
、

地
域
に
多
く
の
宝
物
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
日
常
を

写
し
た
写
真
な
ど
素
晴
ら
し
い

も
の
が
多
く
、
道
や
宅
地
化
の

進
展
、
商
店
街
の
変
遷
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
が
よ
く
わ

か
る
写
真
集
に
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
皆
様
に
ご
覧
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
の
立
像

で
す
。

岩
村
藩
の
陣じ

ん
や屋
と
代
官
地
蔵

　

享き
ょ
う
ほ保

二
十
年
（
一
七
三
五
）、

横
内
村
は
美み

の
の
く
に

濃
国
岩
村
藩
の
飛と

び

地ち

と
な
り
ま
し
た
。
陣
屋
に
は

代
官
、
手
代
、
目
付
役
の
藩
士

の
家
族
が
住
み
、
駿
河
領
五
千

▲本堂

▲代官地蔵と岩村藩士の墓

▲本尊・阿弥陀如来坐像

▶︎
旧
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
立
像

▶︎
宗
吾
大
明
神

▶︎
抱
地
蔵
尊

▶︎
大
須
賀
芳
蔵
翁
碑

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

藤
枝
駅
南
口
・
ア
ス
テ
ィ
藤
枝

志
太
新
名
物
探
訪

写
真
ア
ル
バ
ム「
焼
津
・
藤
枝
の
昭
和
」監
修

12
月
12
日
に
限
定
発
売

坐
像
と
立
像
の
本
尊 

慈じ

眼げ

ん

寺じ

八
木 

洋
行

藤
枝
文
学
舎
会
長
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1	鳥居をくぐる時は、軽く会釈をして境内
に入ります。

2	参道の中央は神様が通る場所なので左
右どちらかに寄ります。

3	手水舎で手水をとり、心身を清めてか
らご神前に進みます。

4	拝殿前で軽く会釈し鈴を鳴らし、賽銭
を入れて二拝二拍手一拝。

5	感謝と祈念し、最後に、軽く会釈をし
て退きます。

✿神社の参拝

1	右手で柄
ひしゃく

杓を持って水を汲み、左手に
かけます。

2	柄杓を左手に持ち替え、右手にかけます。
3	右手に持ち替え、左の掌

てのひら

に水を受けて
口をすすぎます。

4	もう一度、左手に水をかけます。
5	最後に、両手で柄杓を立てて柄杓の柄
に水を流します。

6	柄杓置き場に柄杓を伏せて戻します。

✿手水（てみず、ちょうず）

島田市御仮屋町

　白岩寺の
ある白岩寺山
山頂の白岩
寺公園は志
太平野と大井
川の河口が
一望できる素晴らしい眺望で、毎年100
人以上の参拝者で賑わいます。白岩寺
公園駐車場があります。

藤枝市内瀬戸2000

　藤原鎌足
が諸国平定
鎮護のために
伊勢神宮の
分霊を勧進し
創建。伊 勢
参拝の人々が、大井川の川止めで長期逗
留を余儀なくされた時などは、岩田神社
で代参をして帰郷したといわれています。

藤枝市藤枝5-15-36

　志太平野
最古の社で、
古 来、 川

かわせぎ

関
大明神とも称
され、この社
の土をいただ
くと洪水を免れるという信仰がありまし
た。三年に一度大祭が行われ、その祭
りの様式は日本－といわれています。

島田市大井町2316

　大井川の
洪水から土地
を守り、子孫
繁栄のため創
建された産
土神の神社。
安産の神として信仰され、多くの参拝客
が訪れます。3年に一度、日本三奇祭の
ひとつ「島田の帯祭り」が行われます。

藤枝市岡部町岡部80

　岩清水八
幡宮より分霊
し、 勧 請さ
れたものです。
その子孫とい
われる岡部氏
の各代が造営修理し、現本殿は貞

じょうきょう

享3年
（1686）竣工のもの。特殊神事としこ神
ころばし・七十五膳があります

藤枝市本町4-5-24

　千葉県成
田市の「大本
山成田山新
勝寺」の直末
寺院で、成田
山不動明王
の分霊を祀っています。志太地域はもと
より、県内外から多くの参詣者で賑わい
ます。

藤枝市岡部町三輪1290

　美和天神、
三輪明神とも
称される古社
で、奈良の大

おお

神
みわ

神社同様
に山（高草山）
を神

か ん な び

奈備山として古来本殿がなく、大変
珍しい三ツ鳥居と伝説のある雷井戸があ
ります。

島田市岸町

　 別 名、 岸
の大日さんと
親しまれてい
ます。大日山
は神仏合祀で、
本尊は弘法
大師の作といわれ、境内の西側にある
諸仏を集めた祠（ほこら）にはボケ除け
地蔵、馬頭観音、いぼ地蔵があります。

焼津市石津2219

　安徳天皇
を祀った水天
宮は豊漁や
海の安全を
願う小川港の
漁師達の信
仰が厚く、４月５日の大祭には参拝客で
大変な賑わいとなります。

藤枝市原6-1

　行
ぎょうき

基開創
の古刹で「き
よみずさん」
と呼ばれ、親
しまれていま
す。毎年2月
の観音大縁日は、県下三大縁日の一つと
して知られています。駿河三十三観音霊
場の第一番札所です。

那閉（なへ）神社	 焼津市浜当目3-14-13

弘徳院	 焼津市浜当目3-14-7

　那閉神社は、浜
はまとうめ

当目の漁
師たちにとっては精神的な
支柱で、当目山がご神体と
も言われています。

　古墳群のある蓮華寺池公
園内の山頂から藤枝市内全
体を見渡せ、伊豆半島から
初日が昇ります。駿河台団
地の下にある烏帽子山山頂
からの眺めも絶景です。

　第五福竜丸の久保山愛吉
さんのお墓がある弘徳院は、
当目山香集寺の管理もして
いて、虚空蔵菩薩もここに
安置され２月の縁日には大
変賑わいます。

　歴史上の人物なら、平清盛、木曾義仲、北条氏政、加藤清正、
徳川綱吉などがいます。現代では、ピ
エール・カルダン、丹波哲郎、山下清、
黒澤明、水木しげる、石原裕次郎、ユ
ーリー・ガガーリン、長門裕之、ジョ
ルジオ・アルマーニ、吉田拓郎、美川
憲一、シルベスター・スタローン、宮
本亜門、東野圭吾、プリンス、マイケル・
ジャクソン、櫻井和寿、羽生善治、藤
原竜也、などがいます。

　華やかさより堅実さを求め家庭に目を向ける傾向が強くなり、
家族旅行や家族で楽しめるような商品や企画が流行します。融
通性がきかず一方的な傾向が出やすい年で、極端な考えを掲げる

勢力が指示されやすいのです。なので争い
事は避けた方が良い一年です。  
　自己主張より受け入れる努力が必要です。
また、疑心暗鬼になり、些細なことで信頼
関係が壊れやすくなるので、日頃から言動に
は細心の注意を払い、相手への思いやりを
大切にしてください。

　おみくじの吉凶の順番は、諸説あって多くは、【大吉―吉―中吉
―小吉―末吉―凶】の６段階か【大吉－中吉－小吉－吉－末吉－
凶－大凶】の７段階となっています。神社によっては、さらに細か
く【大吉－中吉－小吉－吉－半吉－末吉－末小吉－凶－小凶－半凶
－末凶－大凶】というものもあります。
　おみくじは吉凶判断を目的として引くのではなく、その内容を今
後の生活指針としていくことが大切なので、たとえ凶や末吉であろ
うともその教えによって方向転換し、自らの意思で良い道を開い
ていきましょうと言うのがおみくじ本来の役割なのです。吉凶に一
喜一憂せず、大吉の時は慎重に、大凶の時は積極的に生きましょう。

　2018年は、戊
つちのえいぬ

戌の戌年です。陰
いんよう

陽五
ご

行
ぎょう

では十
じっかん

干の戊は陽の土、
十二支の戌は陽の土で、比

ひ わ

和となります。
　比和は、同じ気が重なり、気が盛んになるという意味で、良い場
合は更に良く、悪いと更に悪くなることです。戊戌の、戊は、植物の
成長が絶頂期を示し、戌は、元の意味は滅で、枯れるという意味です。
2018年は、新たに芽生えたものが巧く育てれば、勢いよく成長する
ことを示しています。
　芽吹きの時期に手を抜いたり、過去にこだわったりしていると自分
の足を引っ張ることになるということです。いかに前向きに忍耐強く
地道な努力を重ねることが出来るかどうかが問われる年なのです。

✿戌年生まれの有名人は？

✿戌年の傾向と過ごし方

✿おみくじの吉凶の順番と意味

✿ 2018 年・戌
いぬ

年
どし

の運気について

お正月には、神社やお寺に参ります。昭和の時代までは歩いていける範囲のお寺や神社に
行くのが慣わしでしたが、現在は、車で遠くまで移動できるので、有名な寺社や好みの寺社
に初詣に行く方が増えています。時代が移り変わってもご近所の身近な寺社はいつも見守っ
て下さる存在なので、できれば、ご近所の氏神様や鎮守様とお好きな寺社に出向かれるこ
とをお薦めします。今回は、志太地域の初詣、初日の出スポットをいくつかご案内します。

日本平日本平

清水駅清水駅草薙駅草薙駅

安倍川駅安倍川駅
丸子富士丸子富士

国道150号線
国道150号線

富士山静岡空港富士山静岡空港

しんかなやしんかなや 島田市島田市

掛川市掛川市

藤枝市藤枝市

焼津市焼津市
東名高速道路東名高速道路

東名高速道
路

東名高速道
路

火剣山火剣山

高草山高草山

石津浜石津浜

うみえーるうみえーる

和田浜和田浜

大井川港大井川港

鳥帽子山鳥帽子山

蓮華寺池
公園
蓮華寺池
公園

用宗駅用宗駅

焼津駅焼津駅
西焼津駅西焼津駅

大井川大井川

藤枝駅藤枝駅

六合駅六合駅

島田駅島田駅

金谷駅金谷駅 1212
1111 1010

❾❾

❽❽

❹❹

❶❶ ❷❷

❸❸

❺❺

❻❻
❼❼

大井神社大井神社

大日堂大日堂
白岩寺公園白岩寺公園

岩田神社岩田神社

飽波神社飽波神社

藤枝成田山藤枝成田山

若宮八幡宮若宮八幡宮

神神社神神社

焼津神社焼津神社
那閉神社・弘徳院那閉神社・弘徳院

水天宮水天宮

清水寺清水寺

菊川駅菊川駅

掛川駅掛川駅

安
倍
川

安
倍
川

静岡県庁静岡県庁

いちごライン
いちごライン

藤枝バイパス藤枝バイパス

登呂遺跡登呂遺跡

アウトソーシング
スタジアム
アウトソーシング
スタジアム 三保松原三保松原

静岡鉄道静岡鉄道静岡駅静岡駅
新静岡駅新静岡駅国道１号線

✿二拝二拍手一拝
1	二拝（二回頭を下げておじぎし、神様
への敬意を表します）

2	胸の高さで掌を合わせ、右手を少し下
にずらして二拍手。

3	その後、指先をきちんと合わせてお祈
りします。

4	最後に一拝をして終了です。

焼津市焼津２-７-２

　日
や ま と た け る

本武尊
が草

くさなぎ

薙の剣
つるぎ

で草をなぎ払
い、窮地を脱
し、この地が
「焼津」と名
づけられた故事で知られています。正月
三が日には「のぼりまつり」が、8月には
勇壮な荒祭が行われます。

❶焼津神社

　ディスカバ
リーパークの
隣、「和田浜
海岸」では、
初日の出と共
にみなと群
舞やよさこいなど、それぞれの踊りを披
露します。大井川港やうみえーるの公園
ふぃしゅーな他、海岸の浜や港は多くの
見物客で賑わいます。

✿焼津の初日の出�白
はく

岩
がん

寺
じ

公園 ❾岩田神社 ❼飽
あく

波
なみ

神社

�大井神社 �大日堂 ❽清水寺

❺若宮八幡宮

❻藤枝成田山 ❹神（みわ）神社

❸水天宮 ❷那閉神社・弘徳院

✿藤枝の初日の出

志太の初詣・
初日の出スポット
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ラ
ン
ニ
ン
グ
は

体
の
健
康
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
で
す
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
く

身
心
の
健
康
が

伴
っ
て
本
当
の

健
康
体
と
い
え
ま
す

走
る
こ
と
で
心
も

鍛
え
ら
れ
ま
す

真
の
目
的
は
心
と
か
ら
だ
に

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
す

　

蓮
華
寺
池
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
普
請
４
０
０
年
を
迎
え
た

２
０
１
３
年
か
ら
。
池
面
に
映
っ

た
情
景
も
な
か
な
か
で
す
。
昨
年

２
万
５
０
０
０
球
だ
っ
た
グ
リ
ー
ン

電
力
を
利
用
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
約
４
万
８
０
０
０
球

と
倍
増
。
２
月
14

日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
ま
で
点
灯
し
ま

す
。
池
と
い
う
地
域

資
源
と
一
体
化
し
た

優
し
い
光
が
、
池
畔

を
散
歩
す
る
人
々

の
心
を
優
し
く
包

み
込
み
、
癒
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
目
的
を
定
め
て
シ
ュ
ー
ズ
を
選
ぶ

　

ま
ず
、
何
を
目
的
に
歩
く
の
か
、
走
る
の
か

を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
歩
く
に
は
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
走
る
に
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が
不
可
欠
で
す
。
ど
ち
ら
も
同

じ
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
で
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
少
し
別
の

世
界
で
す
。
使
う
筋
肉
も
違
い
ま
す
。
準
備

の
仕
方
も
違
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
だ
か

ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
普
段
歩
い
た
り
走
っ

た
り
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
十
分
な
準
備
と
後

始
末
、
現
在
の
自
分
に
適
し
た
歩
き
方
、
走

り
方
を
し
な
い
と
身
体
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
に
楽
し
く
歩
き
、
走
っ
て
心
も

身
体
も
健
康
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
こ
の
塾
を

始
め
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
走
る
前
と
走
っ
た
後
！
　

　

軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
は
必
要
で
す
。
ま
し
て
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
な

れ
ば
、
大
切
な
の
は
走
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い

走
る
前
の
準
備
運
動
と
走
っ
た
後
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
。
そ
し
て
走
ら
な
い
と
き
の
体た

い
か
ん幹

（
腹
筋

と
背
筋
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

走
る
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
、
身
体
を
ほ
ぐ
し
、

筋
肉
を
温
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
き
な
り

走
る
の
は
筋
肉
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
ま
す
。

そ
し
て
、
走
り
終
え
た
後
が
さ
ら
に
重
要
で

す
。
五
分
か
十
分
、
筋
肉
疲
労
を
取
る
た
め

に
十
分
に
ほ
ぐ
し
ま
す
。
痛
み
を
感
じ
た
ら

直
ぐ
に
氷
で
冷
や
し
ま
す
。

自
分
の
走
り
方
を
身
に
つ
け
る

　

人
間
の
身
体
は
必
ず
曲
が
っ
た
り
歪
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。
歩
く
の
も
走
る
の
も
真
っ
直

ぐ
が
大
切
で
す
。「
骨
盤
を
立
て
て
歩
き
、
走

る
」
を
基
本
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
自
分
に

適
し
た
歩
き
方
、
走
り
方
を
学
ば
な
い
と
健

康
に
も
体
力
づ
く
り
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
か
え

っ
て
、
身
体
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て

正
し
い
歩
き
方
、
走
り
方
は
、
正
し
い
心
の

あ
り
方
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
わ
せ
は
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

松
本
塾

（
○
五
四
―
六
二
六
―
六
六
九
八
）
で
す
。

志太の歳時記志太の心風景

蓮
華
寺
池
公
園
の

イ
ル
ミ

ま
ち
達
人

の

同
じ
灯
り
な
の
に
温
か
さ
が
違
う
。

ろ
う
そ
く
の
灯
り
な
ら
分
か
る
。

電
球
の
灯
り
な
の
に
、
土
で
作
っ
た

空
間
を
通
過
す
る
と
何
故
か

光
に
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
。

土
は
大
地
。
大
地
は
母
だ
。

陶
の
灯
り
は
母
親
の
愛
。

慈
し
み
の
心
が
宿
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

松
本
塾
代
表

元
実
業
団
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
選
手

（
焼
津
市
浜
当
目
）

松
本 

真
由
美

ラ
ン
ニ
ン
グ
は

元
気
で
強
く

き
れ
い
な

こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
を

創
り
だ
す

陶
の
灯
り

応募用紙は、観光協会ホームページからもダウンロードできます。
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介護付き有料老人ホーム　70床
サービス付き高齢者向け住宅　48床

デイサービス　30名

総合内科 ・ 神経内科
循環器内科 ・ 脳神経外科

整形外科等
歯科 ・ 口腔外科

＜ 診 療 科 ＞

外観

外観

待合室

1Fロビー

医療法人社団
聖カリスタス会

セントマリア
フューチャークリニック
コルディアーレ藤枝

セントマリア
フューチャークリニック
コルディアーレ藤枝

クリニック
イメージ

クリニック
イメージ

コルディアーレ
藤枝

イメージ

コルディアーレ
藤枝

イメージ

入居相談
受付中
入居相談
受付中

＊右記までお気軽に問合せください＊
〒426-0034  静岡県藤枝市駅前一丁目３-４
竹澤ビル２階　開設準備室　　　理事長 菅井健二
〒426-0034  静岡県藤枝市駅前一丁目３-４
竹澤ビル２階　開設準備室　　　理事長 菅井健二

054-625-8200054-625-8200
TEL/TEL/

FAX/FAX/ 054-625-8201054-625-8201
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたが2018年に叶えたいこと
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 清水次郎長 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　1月5日㈮
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

横内村にあったのは何藩の陣屋？

　〇〇（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントし
ます。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

１月号の15面でお知らせしましたように、このたび「日本タウ
ン誌・フリーペーパー大賞2017」のタブロイド部門で優秀賞を
受賞しました。全国的な審査での賞を頂き、喜びと共に、身の
引き締まる想いです。こうした評価を頂きましたのも、毎月頂く
読者の皆様からのご意見やお励ましのお陰です。さらなる精進
を重ねてよい記事をお届けしたいと思っております。（小嶋良之）



1月の休日緊急医

小児科
・

1日（祝）

5

2日（火） 3日（水） 7日（日） 8日（祝） 14日（日） 21日（日） 28日（日） 1日（祝） 2日（火） 3日（水） 7日（日） 8日（祝） 14日（日） 21日（日） 28日（日）

（内）吉田クリニック
（大洲四）

�634･0006
（内）山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）

�641･6288

（内）サニーメディカルクリニック
（駅前二）

�641･2052
（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）

�647･5225

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

（内）井澤内科クリニック
（本町二）

�644･5566

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

匡ペインクリニック
（駅前一）

�646･7261

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）瀬古クリニック
（瀬古三）

�639･7373

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
（内）すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

たぬま街道整形外科
（大新島）

�634･1110

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

（内）錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
（内）ひろせクリニック
（駅前二）

�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

（内・小）三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）

�636･0018
（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

（内）西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）

�641･7700

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

（内・小）菅ヶ谷内科医院
（堀之内）

�641･2903

（泌）五十嵐医院
（瀬戸新屋）
�643･5571

（泌）はた医院
（田中三）

�645･2077

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313

森耳鼻咽喉科
（大洲一）

�635･8687

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187
（皮）みやけ皮膚科
（前島二）

�634･4112

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）

�641･5318

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

藤枝眼科クリニック
（青木二）

�647･7770
藤枝診療所
（高洲）

�635･8749


